
【Competent high トラブルシューティング】 
現象 原因 対策

形質転換後のコロニー

数が出ない、少ない 

DNAの液量が多すぎる コンピテントセルの液量の 1/10 以下

の液量の DNA 溶液を添加します。 
DNA 量が多すぎる 使用する組換えプラスミド量は、10ng

程度までにします。

プラスミドのサイズが大

きすぎる

10Kb 以下のプラスミドを使用します。 

ヒートショックの条件が

合っていない

42℃、30sec. 実施します。 

(DH5αの場合)タンパ

ク質が発現していて、

宿主の生育が阻害され

ている

DH5α以外の宿主に変える。 

-80℃で保存している 液体窒素で保存します。

形質転換後に増殖が認

められない 

選択用抗生物質量の

量があっていない

アンピシリンは 50～100μg/mL、カ
ナマイシンは 10～50μg/mL の濃度

になるように培地に添加します。(テト

ラサイクリン、クロラムフェニコールで

のセレクションはお勧めいたしませ

ん。) 

エレクトロポレーション

ができない 

製品のバッファー組成

が合っていない

他社のエレクトロポレーション用コン

ピテントセルをご使用ください。

＜製品の内容・技術に関するお問合せ＞

東洋紡 テクニカルライン
TEL 06-6348-3888   FAX 06-6348-3833 
開設時間 9:00~12:00, 13:00~17:00 (土日祝日、休日を除く) 
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